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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年11月11日(2021.11.11)

【公開番号】特開2019-73014(P2019-73014A)
【公開日】令和1年5月16日(2019.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2019-018
【出願番号】特願2018-190401(P2018-190401)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １６１　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １１５　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １１９　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １５１　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １６９　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １７５　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月1日(2021.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク受け管及び複数の電気接続部を備えた装着部に対して装着可能な部材であって、
　前記部材の外方に面する部分として、前記インク受け管が挿入される挿入部を有する第
１の部分と、前記第１の部分と反対側の第２の部分と、前記複数の電気接続部と電気的に
接続可能な複数のパッド電極を有し、前記第１の部分と前記第２の部分とをつなぐ第３の
部分と、を備え、
　前記部材は、前記第１の部分を前方とする挿入方向に沿って前記装着部に挿入されるこ
とで、前記装着部に装着され、
　前記挿入方向に沿う軸を回転軸として前記部材が回転することで、前記複数のパッド電
極が前記挿入方向と異なる方向に移動し、前記電気接続部と電気的に接続可能となること
を特徴とする部材。
【請求項２】
　前記複数のパッド電極において各パッド電極の前記電気接続部との電気接点が並ぶ方向
は、前記パッド電極の移動方向に対して交差する方向である請求項１に記載の部材。
【請求項３】
　前記複数のパッド電極において各パッド電極の前記電気接続部との電気接点が並ぶ方向
は、前記パッド電極の移動方向に対して直交する方向である請求項１に記載の部材。
【請求項４】
　前記部材は、径が相対的に大きい大径部と、前記大径部よりも径が相対的に小さい小径
部とを有し、前記複数のパッド電極は、前記小径部に設けられている請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の部材。
【請求項５】
　前記部材は、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パッド電極は、前
記突出部の上に設けられている請求項１乃至４のいずれか１項に記載の部材。
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【請求項６】
　前記パッド電極の下方に空隙が設けられている請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
部材。
【請求項７】
　前記部材は、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パッド電極は、前
記突出部の上に設けられており、前記突出部の前記複数のパッド電極の下方に空隙が設け
られている請求項１乃至４のいずれか１項に記載の部材。
【請求項８】
　前記第３の部分に、前記部材を回転させるためのガイド部を有する請求項１乃至７のい
ずれか１項に記載の部材。
【請求項９】
　前記ガイド部は溝である請求項８に記載の部材。
【請求項１０】
　前記溝はスクリュー状の溝である請求項９に記載の部材。
【請求項１１】
　複数のパッド電極を有する部材であって、
　前記部材の外方に面する部分として、第１の部分と、前記第１の部分と反対側の第２の
部分と、複数のパッド電極を有し、前記第１の部分と前記第２の部分とをつなぐ第３の部
分と、を備え、
　前記第３の部分に、前記第１の部分から前記第２の部分に向かう方向と交差する方向に
延在するガイド部を有することを特徴とする部材。
【請求項１２】
　前記ガイド部は溝である請求項１１に記載の部材。
【請求項１３】
　前記溝はスクリュー状の溝である請求項１２に記載の部材。
【請求項１４】
　前記複数のパッド電極における各パッド電極は、前記ガイド部の延在方向に対して交差
する方向に並ぶ領域を有する請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の部材。
【請求項１５】
　前記複数のパッド電極における各パッド電極は、前記ガイド部の延在方向に対して、６
０度以上、８５度以下傾斜して並ぶ領域を有する請求項１１乃至１３のいずれか１項に記
載の部材。
【請求項１６】
　前記部材は、径が相対的に大きい大径部と、前記大径部よりも径が相対的に小さい小径
部とを有し、前記複数のパッド電極は、前記小径部に設けられている請求項１１乃至１５
のいずれか１項に記載の部材。
【請求項１７】
　前記部材は、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パッド電極は、前
記突出部の上に設けられている請求項１１乃至１６のいずれか１項に記載の部材。
【請求項１８】
　前記パッド電極の下方に空隙が設けられている請求項１１乃至１７のいずれか１項に記
載の部材。
【請求項１９】
　前記部材は、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パッド電極は、前
記突出部の上に設けられており、前記突出部の前記複数のパッド電極の下方に空隙が設け
られている請求項１１乃至１６のいずれか１項に記載の部材。
【請求項２０】
　前記ガイド部の延在方向は、前記部材の第１の部分から前記第２の部分に向かう方向に
対して、５０度以上、８０度以下傾斜している請求項１１乃至１９のいずれか１項に記載
の部材。
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【請求項２１】
　前記第１の部分から前記第２の部分に向かう方向は、前記部材の長手方向に沿う方向で
ある請求項１１乃至２０のいずれか１項に記載の部材。
【請求項２２】
　インク受け管及び複数の電気接続部を備えた装着部に対して装着可能で、インクを収納
するインクカートリッジであって、
　前記インクカートリッジの外方に面する部分として、前記インク受け管が挿入される挿
入部を有する第１の部分と、前記第１の部分と反対側の第２の部分と、前記複数の電気接
続部と電気的に接続可能な複数のパッド電極を有し、前記第１の部分と前記第２の部分と
をつなぐ第３の部分と、を備え、
　前記インクカートリッジは、前記第１の部分を前方とする挿入方向に沿って前記装着部
に挿入されることで、前記装着部に装着され、
　前記挿入方向に沿う軸を回転軸として前記インクカートリッジが回転することで、前記
複数のパッド電極が前記挿入方向と異なる方向に移動し、前記電気接続部と電気的に接続
可能となることを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項２３】
　前記複数のパッド電極において各パッド電極の前記電気接続部との電気接点が並ぶ方向
は、前記パッド電極の移動方向に対して交差する方向である請求項２２に記載のインクカ
ートリッジ。
【請求項２４】
　前記複数のパッド電極において各パッド電極の前記電気接続部との電気接点が並ぶ方向
は、前記パッド電極の移動方向に対して直交する方向である請求項２２に記載のインクカ
ートリッジ。
【請求項２５】
　前記インクカートリッジは、径が相対的に大きい大径部と、前記大径部よりも径が相対
的に小さい小径部とを有し、前記複数のパッド電極は、前記小径部に設けられている請求
項２２乃至２４のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項２６】
　前記インクカートリッジは、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パ
ッド電極は、前記突出部の上に設けられている請求項２２乃至２５のいずれか１項に記載
のインクカートリッジ。
【請求項２７】
　前記パッド電極の下方に空隙が設けられている請求項２２乃至２６のいずれか１項に記
載のインクカートリッジ。
【請求項２８】
　前記インクカートリッジは、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パ
ッド電極は、前記突出部の上に設けられており、前記突出部の前記複数のパッド電極の下
方に空隙が設けられている請求項２２乃至２５のいずれか１項に記載のインクカートリッ
ジ。
【請求項２９】
　前記第３の部分に、前記インクカートリッジを回転させるためのガイド部を有する請求
項２２乃至２８のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項３０】
　前記ガイド部は溝である請求項２９に記載のインクカートリッジ。
【請求項３１】
　前記溝はスクリュー状の溝である請求項３０に記載のインクカートリッジ。
【請求項３２】
　複数のパッド電極を有するインクカートリッジであって、
　前記インクカートリッジの外方に面する部分として、第１の部分と、前記第１の部分と
反対側の第２の部分と、複数のパッド電極を有し、前記第１の部分と前記第２の部分とを
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つなぐ第３の部分と、を備え、
　前記第３の部分に、前記第１の部分から前記第２の部分に向かう方向と交差する方向に
延在するガイド部を有することを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項３３】
　前記ガイド部は溝である請求項３２に記載のインクカートリッジ。
【請求項３４】
　前記溝はスクリュー状の溝である請求項３３に記載のインクカートリッジ。
【請求項３５】
　前記複数のパッド電極における各パッド電極は、前記ガイド部の延在方向に対して交差
する方向に並ぶ領域を有する請求項３２乃至３４のいずれか１項に記載のインクカートリ
ッジ。
【請求項３６】
　前記複数のパッド電極における各パッド電極は、前記ガイド部の延在方向に対して、６
０度以上、８５度以下傾斜して並ぶ領域を有する請求項３２乃至３４のいずれか１項に記
載のインクカートリッジ。
【請求項３７】
　前記インクカートリッジは、径が相対的に大きい大径部と、前記大径部よりも径が相対
的に小さい小径部とを有し、前記複数のパッド電極は、前記小径部に設けられている請求
項３２乃至３６のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項３８】
　前記インクカートリッジは、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パ
ッド電極は、前記突出部の上に設けられている請求項３２乃至３７のいずれか１項に記載
のインクカートリッジ。
【請求項３９】
　前記パッド電極の下方に空隙が設けられている請求項３２乃至３８のいずれか１項に記
載のインクカートリッジ。
【請求項４０】
　前記インクカートリッジは、前記第３の部分に周囲より突出する突出部を有し、前記パ
ッド電極は、前記突出部の上に設けられており、前記突出部の前記複数のパッド電極の下
方に空隙が設けられている請求項３２乃至３７のいずれか１項に記載のインクカートリッ
ジ。
【請求項４１】
　前記空隙の高さは、１ｍｍ以上、５ｍｍ以下である請求項３９または４０に記載のイン
クカートリッジ。
【請求項４２】
　前記ガイド部の延在方向は、前記インクカートリッジの第１の部分から前記第２の部分
に向かう方向に対して、５０度以上、８０度以下傾斜している請求項３２乃至４１のいず
れか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項４３】
　前記第１の部分から前記第２の部分に向かう方向は、前記インクカートリッジの長手方
向に沿う方向である請求項３２乃至４２のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項４４】
　円筒形状である請求項３２乃至４３のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項４５】
　外層と内層の２層構成の筐体を有し、前記内層の内側にインクを収納する請求項３２乃
至４４のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
【請求項４６】
　前記複数のパッド電極における各パッド電極は、前記第１の部分から前記第２の部分に
向かう方向に平行な方向の距離で、前記第１の部分から５ｍｍ以上、２５ｍｍ以下の位置
に配置されている請求項３２乃至４５のいずれか１項に記載のインクカートリッジ。
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【請求項４７】
　請求項１乃至２１のいずれか１項に記載の部材が装着された記録装置。
【請求項４８】
　請求項２２乃至４６のいずれか１項に記載のインクカートリッジが装着された記録装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　インク受け管及び複数の電気接続部を備えた装着部に対して装着可能な部材であって、
前記部材の外方に面する部分として、前記インク受け管が挿入される挿入部を有する第１
の部分と、前記第１の部分と反対側の第２の部分と、前記複数の電気接続部と電気的に接
続可能な複数のパッド電極を有し、前記第１の部分と前記第２の部分とをつなぐ第３の部
分と、を備え、前記部材は、前記第１の部分を前方とする挿入方向に沿って前記装着部に
挿入されることで、前記装着部に装着され、前記挿入方向に沿う軸を回転軸として前記部
材が回転することで、前記複数のパッド電極が前記挿入方向と異なる方向に移動し、前記
電気接続部と電気的に接続可能となる。
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